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3年目の保育士によるクラス担任としての子どもの見方














































































































































































































































































































































































4月 5月 6月 8月
身の回りの始末の仕方を 少しずつ着脱ができるよ 泥に抵抗がなく遊びこめ 子どもたちだけの集団遊




















10月 12月 1月 3月
運動会に向けてクラスで お店屋さんごっこを通し、 うがい、手洗いが習慣にな 進級に向けて他のクラス
一つのものに取り組んだり、 ごっこ遊びが広がってきた。 り、自分たちでできたり、 で生活をする。3クラス編
1・2・3組一緒に表現やテーブルに風呂敷を敷い 友だちに教える姿がみら 成だが、一緒にし、2クラ











































4月 5月 6月 8月
3歳で入園し、初めてのお 見ていない所でイタズラ 「おいで」「集まれ一」と言 泥んこ遊びで泥が触れな




一人で寝れるし、よく遊ぶ 頑張りすぎてしまう子ど おしっこが出ても言わな 片付けができなくなって





10月 12月 1月 3月





Yちゃんは自分のしたい きつく言っているつもり 「できない、できない」と嘆 自分のことより人のこと
ことが一日の生活の流れ（時 はないが、言われた方は傷 く子と何も言わず、最後ま に目が向き、集中して身の
間）でできず、ござや敷き ついたらしくよく口喧曄 で頑張る子との差が出て 回りの始末ができない子






































4月 5月 6月 8月
パズル 粘土 室内　パズル・ままごと ブロックで剣や車、銃作り









































































































4月 5月 6月 10月 12月 1月 3月
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③S子・K子 ③K男・HR子 ③Y子 ③S男






































































































































































































































10月 12月 1月 3月
友だちとごっこ遊びがで
ｫるようにして行きたい。
正月遊びを通して順番や
求[ルを守って、みんなで
Vぶ楽しさを感じて欲しい。
劇遊びをし、参観日に向け
ﾄみんなで取り組んでいく。
3クラスが2クラスにな
驍ｽめ、人数が増えるが一
lが安定して過せるよう
ﾉしていく。
（ごっこ遊びの中で指先が
ｭ達できるよう考えて工
vする．）
クリスマスの飾りを作っ
ｽり、行事に参加して異年
薰ﾌ友だちと仲良くなり
yしんで欲しい。
お正月遊びを通し、皆で遊
ﾔ楽しさを伝えながら、カ
泣^やこまなど、苦手なこ
ﾆやりなれていないこと
｢にも意欲的にやれるよ
､にしたい。
新しい保育室、新しい生活
ﾌ仕方を分かりやすく、丁
Jに教え、少しずつ身につ
｢ていくようにする。
芋ほりや散歩で土、どんぐ
閨A木の実、虫に興味を持
ﾁてほしい。
歌やダンスを自分から楽
ｵんで取り組んで欲しい。
頑張る姿を大切にしていく。
来年に向けて（2歳児）あ
ﾐる組と（4歳）ひばり組
ﾆ交流していく。（まだ担
Cから離れたり、違うクラ
Xに行くことへの抵抗を
ｦす子がいるので、交流す
驪@会を大切にしながら、
?ｬを楽しめるようにし
ﾄいきたい。）
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っていることが述べられていた。このことは入園し
て6ヶ月が過ぎたが，身についていない子どもたち
への願いが込められていた。10月には，余裕がでて
きたのか，子どもたちが遊びながら育っていくこと
を大切にしながら，ごっこ遊びを推奨しつつ，ごっ
こ遊びの中で指先が発達できるような教材を工夫
しようとしていることが述べられていた。また，季
節に合った活動で，芋ほりや散歩に行ってどんぐり，
木の実，虫に興味を持って欲しいことを願っていた。
12月には，行事活動であるクリスマス会や，正月遊
びにおいて自分から積極的に異年齢児にかかわっ
たり，活動の中で行う歌やダンスを楽しんで取り組
んで欲しいことを願っていた。1月では，劇遊びをし，
参観日に向けて皆で取り組んでいくようにする。更
に，お正月遊びを通し，皆で遊ぶ楽しさを伝えながら，
カルタやこまなど苦手のことややり慣れないこと
も意欲的にやれるようにしたい，張れることを大切
にしたい，来年に向かいクラス替えを3クラスから2
クラスにするので，他のクラスの子どもたちと保育
士に慣れるように交流会の機会を作り楽しむよう
にするなど，様々なことが述べられていた。3月では，
3クラスが2クラスになるため，1クラスの人数が増
えるが，一人でも安定して過せるようにしていく。
また，新しい保育室や新しい生活の仕方を分かりや
すく，丁寧に教え，少しずつ身につくようにするこ
とが述べられていた。
　このように，来月に向けての願いを概観すると，
A保育士は，クラスの子どもたちに対する願いとして，
楽しく遊んでほしいと願いつつ，全保育園の行事活
動と同年齢クラス保育活動を中心に行っているこ
とが伺えた。
5．全体の考察
　本研究で対象となったA保育士は，3歳児のクラ
ス担任である。そして，子どもたちとは顔なじみで
ある。2歳児の時に担任していたので，クラス全体の
半数はその時の子どもたちである。保育園での保育
内容も理解し，同年齢の3クラスと活動を一緒に行
い自分なりに相違・工夫しながら保育を行なってい
ることが研究記録や，聞き取りから伺うことができ
た。
　A保育士は，自分のクラスの保育を行なっているが，
ただ自分の考えだけで保育を進めていくことはし
ていない。クラス担任をしていくといっても，保育
園には同年齢のクラスが他にも3クラスあり，1週
間に一度は週案の作成があり，活動など同じことを
しなければならない。っまり，A保育士は，自分のク
ラスが所属している保育園の保育の流れや他のク
ラスのことも考えながら保育を行なっていること
が伺えた。
　そのことは，A保育士が，4月～9月までの子ども
の「月ごとのクラスの様子」から読み取ることがで
きた。つまりA保育士は，子どもたちの様子から保
育を行なっていくことよりも，保育園での活動や，
子どもが自分でやらなくてはならない生活での決
まりを身にっけていくことに重点を置いて支援し
ていたことが伺えた。そして，10月からは少しクラ
スのまとまりが見えてきたので，A保育士は，ごっ
こ遊びをするための環境設定を積極的にして遊ば
せていた。また，行事の活動の中にも子どもに育っ
て欲しいことが盛り込まれるようになってきた。
　さらに，12月には，今のクラス担任から子どもた
ちと別れることを想定し，次のクラスに移った時に
困らないように，配慮しながら日々保育を丁寧に支
援していることが伺えた。例えば，朝の会，帰りの会，
泥遊び，プール遊び，運動会，集団遊び，クリスマス会，
ごっこ遊び，散歩，お正月遊び，劇遊び，3歳児クラス
同士の交流会を計画し，子どもたちに保育を提供し
ていた。このような保育内容を3歳児3クラスの保
育士と相談しながら保育を進めていくことで，A保
育士にとって保育の拠り所となり，自分のクラスを
運営していくときにやり易い面もあったと考える
ようになった。
　このように，子どもたちはA保育士の行なう保育
活動を受け入れながら，自ら成長していることが伺
えた。これらの活動はA保育士が考案したものでは
なく，ベテラン保育士が中心となり考案し，A保育
士をリードしながら保育を進めて行っている。その
結果，子どもたちは成長発達したことが月々の記録
や聞き取りの中から汲み取ることができる。このこ
とからすると，A保育士は，子どもたちに対して，3
歳児の発達段階を考慮しながら保育を行なうこと
より，保育士自身の思いや感じ方で保育をしている
と思われた。それは「（1）月ごとのクラスの様子」の
中から読み取ることができる。A保育士は，子ども
にやって欲しい行事活動や，季節にあった活動を記
述している。とはいうものの，発達段階を全く無視
しているわけではない。子どもたちが自由保育で遊
ぶときには，好きなパズルなどの物的環境としての
教材を設定している。整然と並び替えることを3歳
児は好むことを理解していることも伺えた。
　特に，10月には段ボールという素材を子どもた
ちに提供して，電車やジェットコースターを作り遊
んでいることを見取っている。これはA保育士が段
ボールの素材で，子どもたちが創意工夫できること
を学生時代に学んでおり，そのことを子どもたちに
提供したことを聞き取りの申から推察することが
できた。
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　A保育士は，子どもたちが皆で1つの遊びを共有
できないことに焦りを感じ提供してみたところ，で
きたことにほっとしたことを述べていた。子どもた
ちの成長発達のために集団遊びをして見ようと思
うよりも，自分の保育の成果として子どもたちに試
しているのである。
　また，A保育士は，子どもによってそれぞれの表
現の仕方が異なるなることに気づいている．例えば，
子どもは，「お医者さんごっこ」，「テレビのヒーロー
ごっこ」，「ままごとごっこ」，「動物ごっこ」の真似を
しながら遊んでいた。A保育士は10月までクラス担
任をして来ると見通しが立ち，子どもたちの育ちで
育ちたりないことや，支援で不足していることを把
握するようになった。そしてA保育士は，子どもた
ちに遊びを通して学ばせていかなければならない
ことが願いとして挙がってくるようになった。
　しかし，1月になると，クラス内だけのことを考え
て保育を行うだけでなく，進級していくクラス環境
に無理なく移行できるように，他のクラスとの積極
的な交流活動を設定し，実行している。A保育士は，
子どもの好む遊びを提供して保育をしていこうと
思いつつも，保育園の行事活動と同年齢クラスの活
動を中心におきながら保育を行なっていた。
　このように，A保育士は，保育の中心としては，ベ
テラン保育士の考案した保育内容を受け入れ実践
した。その保育方法は保育活動がうまく行ったとか
言葉掛けがうまく行ったのではなく，A保育士が心
に抱いている「子どもたちのことを大切にしている」
という思いが子どもたちに伝わり，その結果A保育
士と子どもたちの信頼関係が構築でき，クラス全員
で集団遊びができたり，休んだ子どもたちのことを
心配する思いやりの言葉が聞かれるようなクラス
集団になって来たと思われる。
6．今後の課題
　保育士3年目の保育士が初めて3歳児クラス担任
保育士となり，保育実践をどのようにしていきたい
のかを考えてきた。今後は更にこの研究を進めて行
き，4年目の保育士の保育実践を明らかにしたい。
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